
 

令和８年度第１回地方独立行政法人静岡市立静岡病院評価委員会 次第 

 

 

日 時  令和８年７月23日(木) 19時00分から  

場 所  静岡市役所本館３階 第一委員会室 

 

 

１  開  会 

  ２  保健衛生医療統括監挨拶 

  ３  委員等の紹介 

  ４  委員長の選出及び委員長挨拶 

  ５  職務代理者選出 

  ６  議  事 

（１）令和８年度評価委員会スケジュール等について（資料１） 

    （２）令和７年度業務実績及び自己評価について（資料２） 

    （３）第３期中期目標期間業務実績（見込）及び自己評価に 

ついて（資料３） 

    （４）第４期中期目標素案について（資料４・５） 

  ７  閉  会 

 

 

配付資料 

 

資料１ 令和８年度評価委員会スケジュール等について 

資料２ 令和７年度業務実績及び自己評価について 

資料３ 第３期中期目標期間業務実績（見込）及び自己評価について 

資料４ 第４期中期目標素案の概要について 

資料５ 第４期中期目標素案について 

 

参考資料１ 地方独立行政法人法等 

参考資料２ 令和７年度財務諸表等 

参考資料３ 令和７年度業務実績報告書 

参考資料４ 第３期中期目標期間業務実績（見込）報告書 

参考資料５ 第３期中期目標 

 

 



 

地方独立行政法人静岡市立静岡病院評価委員会 委員名簿 

（五十音順、敬称略） 

 

 

令和８年４月１日現在 

氏 名 所属・役職等 

青山 武 

（あおやま たけし） 
 島田市立総合医療センター 病院事業管理者 

榊原 純子 

（さかきばら じゅんこ） 
市民委員 

杉原 賢一 

（すぎはら けんいち） 
杉原・村松会計事務所 公認会計士 

鈴木 研一郎 

（すずき けんいちろう） 
一般社団法人静岡市静岡医師会 会長 

竹内 康史 

（たけうち やすし） 
一般社団法人静岡市清水医師会 会長 

藤本 健太郎 

（ふじもと けんたろう） 
静岡県立大学経営情報学部 教授 

 



１ 令和８年度評価委員会スケジュールについて 資料１

中期目標 年度

役割

中期目標
の策定

中期計画
の認可

年度評価
計画期間
見込評価

計画期間
評価

第３期

令和７年度 ○

令和８年度 ○ ○ ○ ○

第４期

令和９年度 ○ ○

令和１０年度 ○

令和１１年度 ○

令和１２年度 ○ ○ ○ ○

○ 各年度における評価委員会の役割

第１回評価委員会（令和８年７月23日（木））
内容：令和７年度業務実績及び自己評価について

第３期中期目標期間業務実績（見込）及び自己評価について
第４期中期目標素案について

第２回評価委員会（令和８年８月４日（火））
内容：令和７年度業務実績評価案について

第３期中期目標期間業務実績（見込）評価案について
第４期中期目標案について

第３回評価委員会（令和８年10月７日（水））
内容：第４期中期目標案の確定について

第４期中期計画素案について

第４回評価委員会（令和８年12月10日（木））
内容：第４期中期計画案について

第５回評価委員会（令和９年１月21日（木））
内容：第４期中期計画案の確定について

※第５回については、第４回評価委員会において開催の要否を協議予定

○ 令和８年度評価委員会スケジュール
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○ 令和８年度 市議会等全体スケジュール

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市議会

評価委員会

保健福祉長寿局

★９月議会
【評価報告】

★11月議会
【中期目標議案】

★２月議会
【中期計画議案】

●7/23
第１回

●8/4
第２回

●１０/７
第３回

●１２/１０
第４回

●１/２１
第５回

中期目標：パブコメ実施



中期目標

市長が評価委員会の意見を聴くとともに議会の議決を経て定める、４年の期間に
おいて地方独立行政法人が達成すべき業務運営に関する目標のこと
＜規定すべき法定事項＞

・中期目標の期間
・住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項
・業務運営の改善及び効率化に関する事項
・財務内容の改善に関する事項
・その他業務運営に関する重要事項

中期計画

市長から指示を受けた中期目標に基づき、地方独立行政法人が中期目標として
指示された目標を達成するために作成し、市長の認可を受ける具体的計画のこと

中期計画に基づき作成する当該事業年度の業務運営に関する計画のこと

年度計画

地方独立行政法人制度

○地方独立行政法人制度とは、地方公共団体が直接行っている公立病院等の地方公営企業等について、地方公共団体とは別の法人
格を持つ地方独立行政法人を設立し、より効果的・効率的な行政サービスを提供する制度
○法人業務の効果的・効率的な実施を実現するため、法人運営は法人の自律性を基本とし、中期的な視点に立っている。

２ 中期目標・中期計画の策定の流れについて

見込評価

中期目標による管理の実効性を高めるため、中期目標の期間終了時に見込まれ
る業績評価を行い、評価の結果を次期中期目標の策定、法人の組織・業務の見直し、
予算要求に適切に反映

市長が評価

市長が策定、法人（静岡病院）に指示

法人（静岡病院）が策定、市長が認可

法人（静岡病院）が策定し、計画に基づき業務を実施

第１回、第２回
評価委員会

○令和７年度業務実績及び
自己評価に対する意見

〇第３期中期目標期間業務
実績（見込）及び自己評
価に対する意見

○上記を踏まえつつ、
第４期中期目標素案に対
する意見

第３回評価委員会

○第４期中期目標案に対
する意見（確定）

○第４期中期計画素案に
対する意見

第４回、第５回
評価委員会

○第４期中期計画案に対
する意見

令和８年度評価委員会
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３ 地方独立行政法人の評価の体系等について

ｃ

（２） 評価の進め方

（１） 地方独立行政法人の評価体系

ｃ

市長（評価者） 法人（被評価者）

⑤ 評価結果の通知

① 実績報告

評価委員会（意見者）

② 諮問 ④ 意見

＜役割＞
・ 各年度業務実績の評価に関する意見
・ 中期目標期間の業務実績（見込）の評価
に関する意見

＜役割＞
・ 各年度業務実績の評価（評価書の作成）
・ 中期目標期間の業務実績（見込）の評価
（評価書の作成）

※評価委員会からの意見を踏まえ、市長が評価

＜役割＞
・ 各年度業務実績報告書の作成
・ 中期目標期間の業務実績（見込）報告
書の作成

① 議題
・ 令和７年度業務実績及び自己評価について
・ 第３期中期目標期間業務実績（見込）及び自己評価について

② 進め方
＜第１回＞
・ 評価委員会が市に対して意見を述べることができるようにするため、静岡病院から業務実績及び自己評価（評価対象）の確認を行う。

    ・ 静岡病院の業務実績及び自己評価を基に、市が評価（案）を作成するに当たっての意見を、あらかじめ評価委員会から受ける。

<第２回>
・ 第１回評価委員会の意見を基に、市が作成した評価（案）に対する意見を述べる。

③ 評価のための関係者として
評価委員会に出席
（説明や質問への対応）
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４ 年度評価・評価基準について （地方独立行政法人静岡市立静岡病院の年度評価に係る実施要領）

（１）項目別評価（小項目評価）

① 法人による小項目自己評価
法人は中期計画に定めた小項目ごと自己評価を行う。自己評価に使用する業務実績報告書は、できる限り具体的かつ定量

的に記載するとともに、特色ある取組、法人運営や事業実施に当たって工夫したこと、今後の課題等を積極的に記載する。

［小項目評価基準］

※困難度：法人を取り巻く環境の変化等により、所期の計画の達成が困難な小項目については、「困難度」を「高」と設
定することとする。なお、困難度「高」と設定した項目については、評価を一段階引き上げることができる。

※細目自己評価：小項目自己評価を行うに当たり、その自己評価の理由をより明確にするため、必要に応じて、小項目の
業務内容を細目に区分し、実施した取組、業務実績及び自己評価を記載する。

［細目評価基準］

法人の業務実績のうち、重点的に実施した取組や、特に重要な業務実績を「重点項目」と設定することとする。

② 市長による小項目評価
市長は、法人から提出された業務実績報告書に基づき、年度計画に定めた小項目ごとに、その実績に対する評価を行う。
評価に当たっては、目標値や前年度実績値と当該年度実績値との比較だけでなく、計画を達成するための取組等について

も考慮し、総合的に評価することとする。
市長が、法人の自己評価と異なる評価をする場合は、その理由を示すほか、必要に応じて特記事項等を付すこととする。
評価基準は、（１）①の評価基準と同様とする。

（２）全体評価

市長は、項目別評価を踏まえ、年度計画及び中期計画の全体的な進捗状況について、総合的な評価を記述式により行う。

目標値のある項目 目標値のない項目

ｓ 計画の水準を上回る実績 （目標値に対し115％以上の実績） 計画の水準を上回っている

ａ（標準） 計画の水準を満たす実績 （目標値に対し95％以上115％未満の実績） 計画の水準を満たしている

ｂ 計画の水準を下回る実績 （目標値に対し75％以上95％未満の実績） 計画の水準を下回っている

ｃ 計画の水準を大幅に下回る実績 （目標値に対して75％未満の実績） 計画の水準を大幅に下回っている

S 当該法人の業績向上努力により、年度計画における所期の目標を上回る成果が得られていると認められる。

A（標準） 年度計画における所期の目標をおおむね達成していると認められる。

B 年度計画における所期の目標を下回っており、必要に応じて、改善を求める。

C 年度計画における所期の目標を大幅に下回っている、又は業務の廃止を含めた抜本的な改善を要する。
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５ 中期目標期間終了時見込評価・評価基準について （地方独立行政法人静岡市立静岡病院の中期目標期間見込評価に係る実施要領）

（１）項目別評価（小項目評価）

① 法人による小項目自己評価
法人は中期目標期間中に市長が行った年度評価を踏まえ、中期計画に定めた小項目ごと自己評価を行う。
評価については、その評価理由を示すほか、必要に応じて特記事項等を付すこととする。また、最終年度に予定される

事業等において、特に評価に影響を与えると認められる事項等がある場合は、当該事項を考慮して評価を行う。

［小項目評価基準］

② 市長による小項目評価
市長は、法人の自己評価に基づき、中期目標期間中に行った年度評価も踏まえ、中期計画に定めた小項目ごとに、中

期計画の実現に向けた進捗状況について評価を行う。
評価については、必要に応じて特記事項等を付すこととする。また、最終年度に予定される事業等において、特に評価に

影響を与えると認められる事項等がある場合は、当該事項を考慮して評価を行う。

（２）全体評価

市長は、項目別評価を踏まえ、中期計画の全体的な進捗状況について、総合的な評価を記述式により行う。

S
当該法人の業績向上努力により、中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を上回る成果が得られ

ていると認められる。

A（標準） 中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標をおおむね達成していると認められる。

B 中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を下回っており、必要に応じて、改善を求める。

C
中期目標の期間の終了時に見込まれる中期計画の実施状況が所期の目標を大幅に下回っている、又は業務の廃止を含めた抜本

的な改善を要する。

中期目標による管理の実効性を高めるため、中期目標の期間終了時に見込まれる業績評価を行い、評価
の結果を次期中期目標の策定、法人の組織・業務の見直し、予算要求に適切に反映させる。

○ 中期目標期間終了時見込評価とは
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令和７年度業務実績及び自己評価について







第３期中期目標期間業務実績（見込）及び自己評価について







２．地域医療政策を取り巻く環境の変化

静岡病院に関する第４期中期目標素案の概要について

要旨

１．地域医療における静岡病院の位置付け

2023評価 2024評価

第１　中期目標の期間 ー ー

ー ー

１　地域における役割・機能と担うべき医療 ー ー

（１）静岡病院が担う役割・機能 Ａ Ａ

（２）静岡病院が担うべき医療
　　　（高度医療・専門医療等、救急医療、感染症医療、災害時医療）

Ｓ Ａ

２　患者の視点に立った信頼される医療の提供 ー ー

（１）患者中心の医療の推進 Ａ Ａ

（２）医療安全対策 Ｓ Ｓ

（３）患者サービスの向上 Ａ Ａ

３　医療従事者の確保と働き方改革 ー ー

（１）医療従事者の確保 Ａ Ｓ

（２）医療従事者の働きやすい環境づくり Ａ Ａ

４　地域との連携 ー ー

（１）地域の医療機関との連携 Ａ Ａ

（２）市や関係機関等との連携 Ａ Ａ

（３）市民への情報提供 Ｂ Ａ

第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項 ー ー

１　効率的な業務運営等 Ａ Ａ

２　教育研修の充実 Ｓ Ｓ

３　職員の勤務意欲の向上 Ａ Ａ

４　事務部門の強化 Ａ Ａ

第４　財務内容の改善に関する事項 ー ー

１　経営指標に係る数値目標の設定 Ａ Ａ

２　収入の確保及び費用の節減 Ａ Ａ

第５　その他業務運営に関する重要事項 ー ー

１　法令等の遵守 Ｂ Ｂ

２　施設・医療機器等の更新 Ａ Ａ

項目名

第２　市民に対して提供するサービスその他の業務の
　　　質の向上に関する事項

３．第３期中期目標に関する静岡病院の評価

⚫ 静岡病院は、救急搬送への即応、
重症患者への集中的な治療など、
診療密度が特に高い医療機能を必
要とする高度急性期医療を安定的
に提供する医療機関として、地域
の中核的な役割を担っている。

⚫ 2024年度の病床機能報告の結果
（図１）によると、静岡市内の病
院が有する高度急性期病床のうち、
４分の１を静岡病院が占めており、
高度急性期医療の確保のために不
可欠な医療機関である。

⚫ 一類感染症患者の入院医療を担当
できる基準に合致する病床を有す
る「第一種感染症指定医療機関」
に県内で唯一指定されている。

① 人口減少や人口構造の変化に即した医療需要への対応
⚫ 日本医師会が示す医療需要予測では、2030年までは静岡市

の医療需要が減少しないことが見込まれる（図２）。その
背景として、静岡市の総人口は減少する一方で、高齢者人
口（特に85歳以上）は増加する（図３）ことが挙げられる。
※高齢者は、年齢的な面から医療を受ける人の割合が高い。

②科学技術の進展を踏まえた医療提供体制の強化
⚫ 患者サービスの向上や業務運営の効率化等に資する技術が

新たに創出・実装される一方で、施設・設備の更新や、人
材の確保・育成等が必要となっている。

③関連制度・関連計画等の見直しへの対応
⚫ 新たな地域医療構想の策定に伴い、地域における医療提供

体制の全体的な調整が見込まれる。また、診療報酬改定を
受け、各医療機関において、担うべき役割を踏まえた効率
的な経営を実現する方策を検討し、医療提供体制の見直し
に適切に反映させていくことが求められる。

図２ 医療需要予測指数の推移
（日本医師会、地域医療情報システム）

図３ 静岡市の対2025年人口増減比
（静岡市調べ）

図１ 市内高度急性期病床の割合

（2024年度病床機能報告）

⚫ 医療法等が遵守されている一方で、2023年度には労働基準監督署による立入検査
で職員の労働時間と健康管理について、2024年度には保健所による定期立入検査
において施設設備に関する不良箇所の改修等について指摘を受けている。

⚫ 地域連携パス（疾患別病診連携パス）※新規利用件数
が目標値に達していない。

※ 複数の医療機関で役割を分担することで、医療連携体制に基づき
チームで患者を支えることを目的として、診療計画を作成し、関
わる全ての医療機関で共有するもの。

⚫ 医師の平均時間外勤務時間数が目標値に達していな
い。また、デジタル技術の進展は医療現場にも影響
をもたらしており「医療ＤＸ令和ビジョン2030」厚
生労働省推進チーム等でも継続的に議論されている。

⚫ １日平均入院患者数が目標値に達していない。

⚫ 病院ホームページ訪問数が目標値に達していない。

⚫ 施設の老朽化が進んでいる。また、将来にわたり需要に即した医療を安定的に提
供するための基盤整備が必要。

⚫ 人件費・物価上昇の影響を受け、直近の経常収支が赤字決算。安定的な病院経営
に向けた取組が必要。

地域連携パス新規利用件数(件)

2023年度 2024年度

目標値 450 450

実績 440 440

病院ホームページ訪問数(件)

2023年度 2024年度

目標値 530,000 540,000

実績 471,482 517,204

医師の平均時間外勤務数(時間/月)

2023年度 2024年度

目標値 46.0 45.0

実績 48.6 47.2

1日平均入院患者数(人)

2023年度 2024年度

目標値 420 420

実績 407 405

⚫ 内容が類似する小項目を整理。

• 静岡市立静岡病院の運営については、地方独立行政法人法の規定に基づき、業務運営の中期目標（３～５年）を静岡市が定め、その目標を具体化するための中期計画（※中
期目標と同じ期間）を病院が作成、市が認可することとなっている

• 第３期中期目標の期間が2023年度から2026年度までのため、2027年度から2030年度までの４年間を期間とする第４期中期目標を定めるもの
• 第１～２回評価委員会で第４期中期目標素案 資料５ への意見を聴取 ⇒ ９月にパブリックコメント ⇒ 第３回評価委員会で最終案提示 ⇒ 11月議会への議案上程 を予定

静岡病院の現在の役割や、第４期中期目標
期間における医療需要予測を踏まえ、静岡病
院が担うべき医療を第３期中期目標から継承
し、「高度医療・専門医療等」「救急医療」
「感染症医療」「災害時医療」とする。

⇒ 第2の1に反映

科学技術の進展に伴う医療の進化に対応す
るためには、施設・設備の更新・整備や人材
の確保・育成等が欠かせないことから、それ
らに計画的に取り組む旨を引き続き記載する。

⇒ 第2の3の(1)、第5の3に反映

医療機関間の連携を深めることによる市民
生活への効果として、患者の容態に応じた適
切な医療を地域全体で協力して提供していく
方向性を記載する。

⇒ 第2の4の(1)に反映

医師の時間外労働について、関連計画に基
づき取り組むよう記載する。

⇒ 第2の3の(2) に反映

新規入院患者数を増やし、平均入院患者数
を増加させることで、急性期医療機関として
の機能を十分に発揮することを目指し、業務
運営体制を効率化・強化する内容を記載する。

⇒ 第3の1に反映

人件費や物価上昇等の影響により、静岡病
院だけでなく赤字決算となる病院が増えてい
る状況を踏まえ、中期目標の期間内において
黒字化を目指す内容を記載する。

⇒ 第4の1に反映

西館が耐用年数を超過する現状を踏まえ、
病院再整備に関する記載を「検討」から「準
備」に改め、市と法人で連携して再整備に関
する取組を進めていく内容とする。

⇒ 第5の3に反映

直近で受けている指摘内容（労務管理・施
設管理）を具体的に記載し、改善を促す。

⇒ 第5の1に反映

４．第４期中期目標への反映

１
～
３
の
内
容
を
第
４
期
中
期
目
標
素
案
本
文

資
料
５

に
反
映

※ 参照しているものをはじめとした数値目標は、中期計画において病院が設定し、市が認可する。

近年においては、ＤＸの重要性がさらに増
していることを踏まえ、病院ＤＸに関する内
容を中項目として独立させる。

⇒ 第5の2に反映
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前文 

 

地方独立行政法人静岡市立静岡病院（以下「静岡病院」という）は、1869 年

の創立以来 150 年余にわたり、地域の基幹的病院として、市民の健康と生命を

守り続けてきた。2016 年度の法人設立以降は、地方独立行政法人の特性を生か

し、自律性及び機動性の高い病院運営を通じて、高度化・多様化する医療需要に

的確に対応し、循環器系疾患領域をはじめとする高度・専門医療、救急医療、感

染症医療などの政策医療において、地域医療の中核を担ってきた。 

 

第３期中期目標の期間（2023年４月～2027年３月）においては、新型コロナ

ウイルス感染症をはじめとする新興感染症への対応、医療人材不足の深刻化、物

価高騰等による経営環境の悪化など、病院経営を取り巻く環境は一層厳しさを

増している。このような状況下で、静岡県をはじめとした全国の都道府県におい

て、国の方針に基づく「新たな地域医療構想」の策定作業が進められており、医

療機関の連携強化・再編（役割分担）・集約化等を通じ、すべての人が必要な医

療・介護を将来にわたって安心して受けられる医療提供体制の構築に向けた検

討が始まっている。 

 

現在、本市は全国と比較して深刻な人口減少に直面している。人口の減少及び

人口構造の変化は、長期的には医療需要の変化を引き起こし、また、医療従事者

の確保にも影響を与える。 

 

こうした状況の中で、静岡病院には、第５次静岡市総合計画等を踏まえ、また、

静岡県地域医療構想等との整合を図りながら、将来を見据えた病院のあり方を

整理し、高度急性期医療を担う中核病院としての機能を一層発揮することで、地

域医療に貢献していくことが求められる。また、老朽化が進む施設・設備への対

応を含め、将来の医療需要や医療提供体制の変化に適応した病院運営に向けた

備えを進める必要がある。 

 

病院事業は、「誰もが安心して暮らし、幸せを実感し、住み続けたいと感じら

れるまち」という本市が掲げる目指すまちと暮らしの姿の実現に資する重要な

公共性の高い事業である。静岡病院には、市の医療政策を支える基幹病院として、

地域医療への貢献と経営の安定という両立の難しい課題に引き続き真摯に取り

組み、市民に対して安全で質の高い医療を将来にわたり提供していくことを求

め、ここに第４期中期目標を定める。 
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第１ 中期目標の期間 

2027年４月１日から2031年３月31日までの４年間とする。 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 静岡病院が担うべき医療 

医療需要の変化や、地域医療構想をはじめとする国及び県の医療政策の動向

を的確に捉え、市の医療政策を支える基幹病院として、また、地域における中

核病院として、他の医療機関との連携をさらに深めながら、以下に示す小項目

に従って質の高い医療を提供すること。 

 

（１）高度医療・専門医療等 

地域における中核病院として、これまでの心臓・血管疾患治療等の実績を

踏まえ、引き続き、高度で専門的な医療を提供すること。 

また、地域がん診療連携拠点病院として、患者の病態に応じた質の高いが

ん医療を提供すること。 

さらに、今後の医療需要に対応した医療を提供し続けていくこと。 

 

（２）救急医療 

救急医療を担う体制を堅持し、救急患者を積極的に受け入れ、本市の救急

医療体制における中心的な役割を引き続き担うこと。 

 

（３）感染症医療 

本県で唯一の第一種感染症指定医療機関として、一類感染症患者に対する

医療を提供できる体制を維持すること。 

また、新興感染症等の感染拡大に備え、平時からの機能整備に取り組み、

新興感染症等の発生時には、市及び関係機関と連携し、地域の感染症医療提

供体制において中核的な役割を果たすこと。 

 

（４）災害時医療 

市民の安全・安心を守るため、災害拠点病院として、大規模災害発生時に

迅速かつ的確な医療救護活動を実施できるよう、平時から人的・物的資源の

確保、マニュアル整備及び訓練等を通じ、災害時の医療提供体制を維持・強

化すること。 

 

２ 患者の視点に立った信頼される医療の提供 

（１）患者中心の医療の推進 
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患者に信頼される病院として、診療情報を適切に管理するとともに、患者

への十分な説明と同意のもとに医療を提供すること。 

 

（２）医療安全対策 

患者に対し、安全・安心な医療を提供するため、職員全員が医療安全への

意識を高めるとともに、医療事故・院内感染の予防や再発防止に組織的に取

り組むこと。 

 

（３）患者サービスの向上 

日頃から患者のニーズを意識し、対応策や改善策を迅速かつ的確に講ず

ることで、患者満足度の向上につなげること。また、職員一人ひとりが患者

に寄り添った応対ができるよう、職員の接遇向上に取り組むこと。 

 

３ 医療従事者の確保と働き方改革 

（１）医療従事者の確保 

医療需要に即した医療提供体制を確保するため、教育研修・研究機能の充

実や勤務環境の整備等により、知識と専門性を有する医療従事者の確保に計

画的に取り組むこと。 

 

（２）医療従事者の働きやすい環境づくり 

勤務負担の軽減、業務の効率化及び柔軟な勤務形態の整備等を通じ、医療

従事者の健康維持やワーク・ライフ・バランスの確保に取り組むこと。 

特に、医師の時間外労働規制については、勤務医の負担軽減に関する計画

に基づき確実に対応すること。 

 

４ 地域との連携 

（１）地域の医療機関との連携 

地域医療支援病院として、他の医療機関との適切な役割分担のもと、患者

の容態に応じた適切な医療を提供できるよう、引き続き患者の紹介を受け、

又は逆紹介を行うなど、医療機関間の連携をさらに深めること。 

 

（２）市や関係機関等との連携 

市の医療政策におけるパートナーとして、地域の医療機関や県その他の

関係機関と連携・協力し、地域の医療従事者への研修の実施など、安定的な

医療提供体制の確保に資する取組を進めること。 

 

（３）市民への情報提供 

病院の役割・機能や診療実績等の市民に有用な情報を適時適切に発信し、
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市民に分かりやすく届けること。また、医療に関する知識の普及のため、市

内の教育機関等と連携し、医療教育をさらに推進していくこと。 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 効率的な業務運営等 

医療環境の変化に柔軟かつ的確に対応し、高度急性期医療機関としての機能

を十分に発揮するために、法人内の人的資源を効率的かつ効果的に機能させる

ことで、これまでに構築してきた自律性、機動性に優れた効率的な業務運営体

制をさらに強化すること。 

また、職員全員が業務運営に関する意識を高め、組織として業務改善に継続

的に取り組むこと。加えて、部門別の目標による管理や外部評価の活用により

業務運営の改善を進めること。 

 

２ 教育研修の充実 

職員のスキルアップのため、体系的な部門別研修、テーマ別研修等を充実さ

せること。 

 

３ 職員の勤務意欲の向上 

働きやすい職場環境を整備し、職員の自己啓発への支援制度や能力・勤務実

績が認められる仕組みを整備することで、職員の勤務意欲を向上させ、組織の

活性化を促すこと。 

 

４ 事務部門の強化 

事務職員の計画的な採用とともに、研修や人事管理等の仕組みの推進等を通

じて、病院経営及び医療に関する制度等に精通した専門性の高い事務職員を確

保し、育成していくこと。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する事項 

１ 経営指標に係る数値目標の設定 

政策医療等の実施に係る運営費負担金の受け入れの下、経営の健全化に向け

た業務改革等を推進すること。 

経常収支比率、医業収支比率等の経営指標について、中期目標の期間内におけ

る黒字化を目指すための数値目標を設定し、その達成に向けて取り組むこと。 

 

２ 収入の確保及び費用の節減 

収入増加につながる診療体制の確保や効率的な病床利用に取り組むとともに、
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診療報酬改定、患者の動向等の医療環境の変化に的確かつ迅速に対応し、安定的

な収入確保につなげること。 

また、職員全員がコスト意識を持ち、効率的な業務運営を行うとともに、人件

費及び材料費の管理、材料の調達コストの削減等を通じ、費用を節減すること。 

 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項 

１ 法令等の遵守 

医療法等の関係法令を遵守し、行動規範の確立及び実践により、適正な業務

運営を行うこと。また、個人情報保護、情報公開、労務管理及び施設管理等に

関して、法令や国のガイドラインに基づき、適切に対応すること。 

 

２ 病院ＤⅩの推進 

科学技術の進展により、医療分野においても、業務運営効率化や患者サービ

スの向上に資する技術の創出・実装が進んでいる。 

デジタル化への対応については、医療の質の向上、働き方改革の推進等を見

据え、各種技術を積極的に活用していくこと。 

 

３ 施設・医療機器等の更新 

今後の医療需要の変化や地域の実情、医療技術の進展及び質の高い医療の提

供と安定的な病院経営の両立という視点を踏まえながら、費用対効果等を検証

した上で、長期的な視点に立ち、病院施設・設備の更新・整備を計画的に実施

すること。 

特に、老朽化が進む施設については、市が定める静岡病院が将来にわたり担

うべき役割・機能を見据え、市と十分に連携し、病院の再整備の準備を進める

こと。 
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